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第 1 章 宮座への研究視座  
第 1 節 研究史・宮座論の形成と展開  
 第 2 節 宮座研究と長老制－滋賀県草津市下笠町の「オトナ（長老）」の事例より  
第 2 章 宮座と神社祭祀の事例に関する民俗学的研究  
第 1 節 水利関係と宮座祭祀の擬似性  
第 2 節 神社の近代化と祭祀関係の再構成－宮座事例の背景を探る  
 第 3 節 宮座内部の均質化についての考察－大阪府泉佐野市長滝の事例から  
第 3 章 頭役差定とトウヤ制祭祀の事例に関する民俗学的研究  
第 1 節 頭役制祭祀儀礼の民俗誌的研究－竹生島宝厳寺蓮華会の頭役差定を事例として  
第 2 節 江州浅井郡大吉寺の放生会と頭役差定  
第 3 節 トウヤ制祭祀の展開と宮座の変遷－三重県名張市滝之原の事例から  
第 4 章 近江のオコナイ事例の研究－宮座とトウヤ制祭祀の見地から  
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 第 1 節 近江湖北のオコナイ研究への展望－検証・坪井洋文のオコナイ分析  
 第 2 節 史料に見る民俗事例の検証  
－長浜市高月町高野のオコナイと「御神事由来記」等から  











































































































があげられる。たとえば第 2 章第 2 節では、「神社合祀」を主題としているにもかかわら
ず、事例としては合祀されていない例を取り上げ、また第 1 章第 2 節では、関沢まゆみ氏
の長老制を批判しながら、長老が祭祀において影響力の強い事例を取り上げている。さら
に第 3 章第 2 節では、「トウヤ」について論じているのに、それと直接的に関係しない寺
社縁起についての検討が中心となっている。このような事例の不適切性や、各章内におけ
る主題の一貫性等に関しても、今後の重要な課題として指摘しておきたい。  
 
以上の通り、本論文には課題や問題点も少なからず認められはする。しかし、総じて明
確な問題意識に基づいた具体事例の丁寧かつ緻密な考察と分析、および結語における宮座
研究の将来に向けての示唆的な持論の展開など、豊富なフィールドワークの経験と、豊か
な知見に裏づけされた論考であることは間違いない。よって、本論文が博士（文学）の学
位を授与するにふさわしい内容であると判断する。  
 
 
